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令和９(2027)年度専攻医募集シーリング案等に係る意見について 

 

１ 概要 

 ・医師の地域偏在や診療科偏在を是正するため、必要医師数に達している地域の診療科

に対して、専攻医の採用定員数に「上限（シーリング）」が設けられている。 

・医師の専門研修については、医師法の規定に基づき、日本専門医機構等は医師の研修

に関する計画を変更するときなどは、あらかじめ厚生労働大臣の意見を聴かなければ

ならず、また、厚生労働大臣は、関係都道府県知事の意見を聴いた上で意見を述べな

ければならないため、厚生労働省から都道府県に対して意見を求める協議があった。 

・都道府県知事は、あらかじめ地域医療対策協議会の意見を聴いた上で意見を述べるこ

ととされており、県から厚生労働大臣に提出する意見について、ご協議いただくも

の。 

 

２ シーリング対象都道府県の選定及びシーリング数 

（１）シーリング対象都道府県の選定 

令和７(2025)年に算出された最新の必要医師数等を使用し、 

「2022 年の足下医師数」≧「2022 年の必要医師数」かつ 

「2022 年の足下医師数」≧「2030 年の必要医師数」となる各都道府県診療科。 

ただし、過去３年間の採用数の平均が５人以下の都道府県診療科及び外科・産婦人

科・病理・臨床検査・救急・総合診療科 の６診療科は対象外。 

 

（２）シーリング数算定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和９(2027)年度の岡山県のシーリング（案） 

  シーリング対象診療科の基準となる必要医師数等に最新のデータを用いた結果、岡山

県では、皮膚科・眼科・耳鼻咽喉科・形成外科がシーリング対象診療科に追加されるこ

ととなる。 

  



御意見がある場合は7月16日（木）までに提出をお願いします。
※意見がない場合は、提出不要です。

※下記の内容をメール本文に記載し、送付いただいても構いません。

岡山県医療政策課　医師確保班　髙田　あて
  FAX：０８６－２２４－２３１３

  Mail：iryo@pref.okayama.lg.jp

項
目

御
意
見
の
内
容

　（該当する番号に○をしてください）

　　１　　令和9(2027)年度専攻医シーリング案について

　　２　　個別のプログラムについて

　　３　　各診療領域のプログラムについて

（別紙）

委員名

所属機関

回答日 　　　月　　　日

令和９(2027)年度専門研修プログラム等に係る意見
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【令和 9(2027)年度シーリング】案（）は R8 シーリング数 

  内科 小児科 精神科 放射線科 麻酔科 皮膚科 眼科 耳鼻科 形成外科 

通常プログラム数(加算分含む) 49(49) 14(14) 9(9) 6(6) 8(8) 6(-) 6(-) 3(-) 3(-) 

通常プログラム数(常勤派遣分） 4（4） 0 1(1) 0 0 1 0 0 0 

連携プログラム数  3（3） 0 0(0) 1(1) 1(1) 0 1(-) 2(-) 1(-) 

特別地域連携プログラム 5（5） 0 1(1) 1(1) 6(6) 0 0 2(-) 3(-) 

精神科指定医連携枠 0 0 1(0) 0 0 0 0 0 0 

 計 61(61) 14(14) 12(12) 8(8) 15(15) 7(-) 7(-) 7(-) 7(-) 

 

４ 資料一覧 

 別紙   ：令和９(2027)年度専門研修プログラム等に係る意見（提出様式） 

資料６－１：厚生労働省への意見（事務局案） 

 資料６－２：日本専門医機構による令和９(2027)年度専攻医募集（案）について 

 資料６－３：日本専門医機構 2027 年度プログラム募集シーリング数（案） 

 資料６－４：令和９(2027)年度県内の専門研修基幹施設及び診療領域 

 資料６－５：令和９(2027)年度県内の専門研修施設一覧 

 資料６－６：令和９(2027)年度各専門研修基幹施設における県内の連携施設一覧 
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厚労省への意見（事務局案） 

 

１ 令和９（2027）年度専攻医シーリング案に関する意見 

 このたび示された令和９(2027)年度専攻医シーリング案について、シーリング対象診療

科の選定基準となる必要医師数等について最新のデータを用いたことにより、本県のシー

リング対象診療科は令和８年度から４診療科増の９診療科となっている。 

新たに対象とされている診療科は、専門医の少ない診療科であり、プログラム責任者に

ヒアリングを行ったところ、シーリング導入により様々な影響が生じる懸念があることか

ら、令和９年度シーリング案に対して意見を述べる。 

 

Ⅰ 要望事項 

１．令和９年度シーリング案での要望 

   ① 新たにシーリング対象としようとする診療科については、医師の育成やその後

の広域的な医師派遣の実態を踏まえ、大きな混乱を生じさせることなく、現場

が適応できるよう、シーリングの適用を緩徐に行うこと。 

② 大学病院において医学生の教育を行う医師が全国より多い県については、通常

プログラム数を加算すること。または、医師数を算定する際に臨床及び教育を

行う医師数について、係数を乗じること。 

③ 常勤指導医派遣数の加算については、本県から他県への安定的な指導医派遣を

確保する観点から、継続していただきたい。 

④ 指導医派遣実績の加算数の上限を 15％から 50％に引き上げること。少なくと

も、派遣実績がある場合は加算数１を保障すること。 

   ⑤ ②及び④の要望事項については、東京一極集中を是正する観点から、実医師数

が少ない県において、効果が発揮されるような制度設計を行うこと。 

   ⑥ 特別地域連携プログラムの連携先の大半が遠方にある中国四国・九州地方の

シーリング県については、特別地域連携プログラムの通常連携プログラムへの

振り替えを可能とすること。 

   

２．令和 10年度以降の要望 

 ・専攻医シーリングによる偏在是正の検証・抜本的見直し 

（シーリングを継続する場合） 

・ブロック単位での実態把握、シーリング設定等 

  ・シーリング対象外診療科となる平均採用数（５人以下）の引き上げ 

  ・シーリング対象診療科の選定段階における医師数の適正な評価・算定 など 

 

Ⅱ シーリングによる影響及び制度の問題点 

１．今回追加となる診療科における事項 

（１）広域的拠点としての診療機能が低下すること【要望事項①関連】 

  本県の専門医が減少することにより、中国四国地方を対象に行われている高度医
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療や複数の診療科が連携した医療及びその指導体制を維持できなくなり、広域的な

医療水準の低下につながる。 

例えば、岡山大学病院では、形成外科でのマイクロサージャリー下でのリンパ浮

腫治療及びコメディカルによる術後管理、耳鼻科での前頭蓋手術といった、中国地

方の他県では実施していない、又は実施件数の少ない治療を行っている。 

また、多診療科連携の視点では、耳鼻科・形成外科・口腔外科が連携した頭頚部

がんセンターで複雑な頭頚部再建を実施しているほか、乳腺外科と形成外科が連携

した乳がん治療・再建センターや形成外科、耳鼻咽喉科、口腔外科、リハビリテー

ション科などで構成する口唇裂・口蓋裂総合治療センターを設けるなど、高度で総

合的な治療を実施する体制を整えている。 

こうした高度な診療については、ハイボリュームセンターに十分な症例を集約す

ることが診療レベルの維持に欠かせないと考えられる。 

   

（２）教育及び研修の質が担保されなくなること【要望事項①関連】 

例えば、形成外科においては、特別地域連携プログラムの連携先のような専門医

が少ない県では、多岐に渡る疾患領域で十分な症例を経験できない可能性があるこ

とに加え、トレーニングプログラムの未整備やそれぞれの領域に精通した指導医の

確保が容易でないことなどから、十分な研修を行うことが困難であり、専門医の質

が低下することが懸念される。 

 

（３）広域的な医師派遣機能が失われること【要望事項①関連】 

   本県の医療機関は、中国四国地方の医療機関に対し、指導医を含め多くの医師を

派遣しているが、シーリングにより専門医、さらには医局入局者が減少することと

なる。 

これにより、本県医療機関の診療・指導体制を維持する必要性から、他県へ派遣

している医師を引き上げざるを得なくなり、結果として広域的な医療提供体制の維

持や医師偏在是正に悪影響を及ぼすことが懸念される。  

 

 （４）対象診療科の専門医の絶対数が減少する恐れがあること【要望事項①関連】 

    今回シーリング対象となる診療科を希望する医師は、シーリング導入により希望

する施設での研修が受けられない可能性を考慮し、当該診療科へ進むことを断念す

る可能性がある。 

これにより、本来であれば、本県で専攻医研修を行ったのちに中国四国地方の他

県で働くはずだった専門医も含め、当該診療科専門医の絶対数減少に繋がることが

懸念される。  

 

２．全般的な事項 

（１）医育機関に従事する医師数の評価が過大であること【要望事項②関連】 

シーリング対象診療科の選定においては、各診療科別医師数に性年齢構成を調整
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し、算定している。本県は、全国平均よりも医療施設従事者のうち医育機関付属の

医療機関に従事する医師が多く、教育と臨床の両方に従事している医師が多い。 

シーリング選定における足下医師数の算定では、基礎研究に従事する医師は除か

れているが、教育と臨床の両方に従事している医師については、教育に携わる時間

が減じられず、専ら臨床に携わる医師と同等に評価されている。 

このため、本県では、足下医師数が過大に算定されている。 

 

医療施設従事者のうち医育機関に付属する医療機関に勤める医師の割合 

※医育機関の臨床系以外の勤務者等は含んでいない 

全国 17.6% 

岡山 21.9% 

（R6医師・看護師・薬剤師統計） 

 

（２）医師派遣数の評価が不十分であること 【要望事項④関連】 

   専門研修指導医派遣数に基づく加算数については、基本数の 15％が上限とされてい

るため、基本数が少ない診療科では、指導医を派遣していても、加算されない状況で

ある。また、本県は、シーリング外の県へ多くの指導医を派遣しているが、その実績

が適切に反映されていない。 

 

加算数の係数を引き上げた場合のシーリング数の比較（眼科） 

 ① ② ③ ④   

過去３カ年平

均 採 用 数

（シーリング

数上限） 

通常プログラ

ム基本数 

派遣実績（人・

年） 

①のうち足元

充足率 0.7 以

下への派遣実

績（人・年） 

実績の加算数

への換算 

（ ② *0.5+ ③

*0.5） 

加算数 

（15%の場合） 

①*15%＝0.75 

加算数 

(50%の場合） 

①*50%=2.5 人 

7 人 5 人 16 人 0 人 8 人 1 人 2 人 

 

 

（３）特別地域連携プログラムの実効性について 【要望事項⑤⑥関連】 

ア 受入機関の地域偏在 

 特別地域連携プログラムの受入可能数は、東日本に偏在しており、受入可能な

医療機関が西日本内にない診療科も存在している。 

西日本出身の医師は、特別地域連携プログラムによる場合、土地勘のない東日

本の遠隔地において研修を受けることへの不安や負担がある。また、特別地域連

携プログラムの連携先となる県については、連携体制の構築が容易ではなく、ま

た、指導体制や経験できる症例件数等が限られることから、十分な研修を受けら

れることへの不安がある。 

このため、本県のシーリング対象診療科を希望していた医師は、特別地域連携
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プログラムへの応募を敬遠し、結果として、第一希望ではない診療科を選択する

ことが生じる。 

 

 特別地域連携プログラム 受入可能数 

（岡山県に特別地域連携プログラムが設定されている診療科） 

  

  

東日本（中部地方以東２３都道県） 西日本（近畿地方以西２４府県） 

シーリング数 受入可能数 受入可能率 シーリング数 受入可能数 受入可能率 

内科 70 411 587% 19 0 0% 

精神科 20 68 340% 7 6 86% 

耳鼻咽喉科 12 26 217% 3 2 67% 

放射線科 3 54 1800% 9 0 0% 

麻酔科 11 92 836% 14 0 0% 

形成外科 8 20 250% 3 10 333% 

合計 124 671 541% 55 18 33% 

（令和９年度シーリング案 令和８年３月１３日時点） 

 

【参考】中国四国地方 
 シーリング数 受入可能数 受入可能率 

内科 5 0 0% 

精神科 1 0 0% 

耳鼻咽喉科 2 0 0% 

放射線科 3 0 0% 

麻酔科 6 0 0% 

形成外科 3 7 233% 

合計 20 7 35% 

 

 

イ 採用実績の偏在 

  令和７年度の特別地域連携プログラムのシーリング数 266人に対し、採用人数

は 41人（15％）である。（延べ人数では 45人） 

延べ人数 45人のうち、東京都が 38人（84％）を占めている。 

東京都からの受け入れ先は、関東地方が 28人（74％）であり、そのうち首都圏

（千葉県・埼玉県）が、12人（32％）、北関東（茨城県・群馬県）が、16人（42％）

となっている。一方、北陸・東北地方は 8人（21％）にとどまっている。 

このことから、特別地域連携プログラムの専攻医の大半は、東京都から近隣の

関東圏に移動しており、医師の少ない北陸・東北地方の医師偏在対策としての効

果は発揮されていない。 
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令和７年度特別地域連携プログラムの採用実績 

  シーリング数 採用数 採用率 

東京都 139 34 24% 

東京都以外 127 7 6% 

合計 266 41 15% 

 

  令和７年度特別地域連携プログラム採用者の連携先の内訳 

 
東北地方 関東地方 

  
北陸地方 東海地方 西日本 合計 

首都圏 北関東 

東京都 5 28 12 16 3 2 0 38 

東京都以外 0 2 2 0 5 0 0 7 

合計 5 30 14 16 8 2 0 45 

  ※内科・小児科は複数県で研修する専攻医が含まれるため延べ人数を示す。 

 

ウ 令和 10(2028)年度以降のシーリング数への影響 

２．（３）アのとおり、岡山県の特別地域連携プログラム数を確保することは困難

であり、その結果、今後のシーリング数は大きく減少することとなる。 

 

 

２ その他の意見 

（１）地域枠医師等への配慮 

2022 年度から地域枠医師等に係るシーリングの運用が厳格化され、医師少数区域ま

たは医師少数スポットで研修を行う予定の者のみシーリングの対象外となることとさ

れたが、地域枠医師等が医師の確保を特に図るべき区域等での就業期間については、当

該医師のキャリア形成に配慮した上で設定することとされており、専門研修を実施する

期間において医師少数区域等での研修を義務づけることまで求めるものであってはな

らない。また、医師少数区域等に研修施設が存在しない診療科もあることから、地域枠

医師等の希望する診療科によっては専門研修を受けることができないおそれがある。 

 

 

３ 個別のプログラムに関する意見 

（１）プログラムの連携施設及びローテーションの設定に関する意見 

（２）プログラムの採用人数に関する意見 

（３）プログラムの廃止に関する意見（該当する場合のみ） 

（４）地域枠医師等への配慮に関する意見 

（５）その他の意見 
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・（１）～（５）意見なし 

 

 

 

４ 各診療領域のプログラムに共通する意見 

（１）複数の基幹施設設置に関する意見（内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦

人科及び麻酔科のみ） 

（２）診療科別の定員配置に関する意見 

（３）その他の意見 

・（１）～（３）意見なし 

 



































































　令和９(2027)年度　県内の専門研修施設一覧

◎（基幹施設）、☆（基幹施設であり他の基幹施設の連携施設）、○（連携施設） 　（2026.6.19現在）

基幹施設 0 1 0 1 3 3 1 0 0 0 0 2 1 1 2 3 2 0 1 21

基幹施設であり連携施設 13 9 5 4 1 0 2 4 3 3 3 1 2 2 2 0 0 2 0 56

連携施設 61 60 26 30 11 37 22 21 12 21 12 11 12 9 11 4 16 14 1 391

74 70 31 35 15 40 25 25 15 24 15 14 15 12 15 7 18 16 2 468

基幹施設 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0 8

基幹施設であり連携施設 9 3 4 2 0 0 1 2 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 27

連携施設 29 26 16 14 8 17 9 7 8 8 10 9 8 6 7 4 7 5 1 199

38 29 20 17 9 18 10 9 9 9 11 10 9 7 9 5 8 6 1 234

岡山大学病院 ☆ ☆ ☆ ◎ ◎ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ ◎ ◎ ◎ ◎ ☆ 8 10 0 18

川崎医科大学総合医療センター ☆ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ 0 3 15 18

岡山済生会総合病院 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 17 18

岡山赤十字病院 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 15 17

岡山医療センター ☆ ☆ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 12 15

岡山市立市民病院 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 14 15

岡山労災病院 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 12 13

岡山協立病院 ☆ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 5 7

岡山中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 9 9

岡山旭東病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 6 6

岡山西大寺病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

旭川荘療育・医療センター ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

光生病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

重井医学研究所附属病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

心臓病センター榊原病院 ☆ ○ 0 1 1 2

岡山紀念病院 ○ ○ 0 0 2 2

岡山博愛会病院 ○ ○ 0 0 2 2

コープみんなの診療所 ○ 0 0 1 1

国民健康保険福渡病院 ○ ○ 0 0 2 2

岡山ひだまりの里病院 ○ ○ 0 0 2 2

岡山県精神科医療センター ○ ☆ 0 1 1 2

三宅医院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

竜操整形外科病院 ○ ○ 0 0 2 2

岡山市立せのお病院 ○ 0 0 1 1

岡山東中央病院 ○ 0 0 1 1

コープ大野辻クリニック ○ 0 0 1 1

コープ西大寺診療所 ○ 0 0 1 1

済生会吉備病院 ○ 0 0 1 1

かとう内科並木通り診療所 ○ 0 0 1 1

金川病院 ○ 0 0 1 1

医療法人 佐藤医院 ○ 0 0 1 1

ももたろう往診クリニック ○ 0 0 1 1

森脇内科医院 ○ 0 0 1 1

安田内科医院 ○ 0 0 1 1

慈圭病院 ☆ 0 1 0 1

林道倫精神科神経科病院 ☆ 0 1 0 1

岡山県精神保健福祉センター附属診療所 ○ 0 0 1 1

【資料6-5】

総合診療 産婦人科 皮膚科整形外科 泌尿器科 麻酔科 計☆耳鼻咽喉科 ○◎放射線科 病理 臨床検査形成外科

総合計

合計

リハビリ

計

総合計

県
南
東
部

岡山市

眼科市町名 施設名 精神科 小児科救急科 脳神経外科内科 外科
医療
圏等



総合診療 産婦人科 皮膚科整形外科 泌尿器科 麻酔科 計☆耳鼻咽喉科 ○◎放射線科 病理 臨床検査形成外科 リハビリ眼科市町名 施設名 精神科 小児科救急科 脳神経外科内科 外科
医療
圏等

岡山市こころの健康センター ○ 0 0 1 1

河田病院 ○ 0 0 1 1

山陽病院 ○ 0 0 1 1

たかはしクリニック ○ 0 0 1 1

東古松サンクト診療所 ○ 0 0 1 1

まな星クリニック ○ 0 0 1 1

万成病院 ○ 0 0 1 1

おおもと病院 ○ 0 0 1 1

藤田病院 ○ 0 0 1 1

岡山二人クリニック ○ 0 0 1 1

岡山東部脳神経外科病院 ○ 0 0 1 1

岡山画像診断センター ○ 0 0 1 1

河田外科形成外科 ○ 0 0 1 1

淳風会ロングライフホスピタル ○ 0 0 1 1

岡山済生会外来センター病院 ○ ○ 0 0 2 2

つばさクリニック岡山 ○ ○ 0 0 2 2

川崎医科大学高齢者医療センター ○ 0 0 1 1

たまの病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 6 6

岡山赤十字玉野病院 ○ 0 0 1 1

せいきょう玉野診療所 ○ 0 0 1 1

岡南病院 ○ 0 0 1 1

由良病院 ○ 0 0 1 1

中谷外科病院 ○ 0 0 1 1

備前市国民健康保険市立吉永病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

備前市国民健康保険市立備前病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

備前市国民健康保険市立日生病院 ○ ○ 0 0 2 2

瀬戸内市立瀬戸内市民病院 ○ ○ 0 0 2 2

長島愛生園 ○ ○ 0 0 2 2

赤磐医師会病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

うえの内科小児科医院 ○ 0 0 1 1

平病院 ○ 0 0 1 1

北川病院 ○ 0 0 1 1

吉備中央町 吉備高原医療リハビリテ-ションセンター ○ ○ 0 0 2 2

基幹施設 0 1 0 0 2 2 1 0 0 0 0 1 1 0 1 2 1 0 1 13

基幹施設であり連携施設 3 4 1 2 1 0 1 2 2 2 2 1 1 2 1 0 0 1 0 26

連携施設 17 12 6 11 0 14 9 5 3 8 1 1 2 3 3 0 8 8 0 111

20 17 7 13 3 16 11 7 5 10 3 3 4 5 5 2 9 9 1 150

川崎医科大学附属病院 ☆ ◎ ☆ ☆ ◎ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ◎ ☆ ☆ ◎ ◎ ☆ ◎ 8 11 0 19

倉敷中央病院 ☆ ☆ ○ ☆ ◎ ◎ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ◎ ○ ○ 5 10 3 18

倉敷成人病センター ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 11 12

水島中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 9 9

水島協同病院 ☆ ☆ ○ ○ ○ ○ 0 2 4 6

倉敷中央病院リバーサイド ○ ☆ ○ ○ 0 1 3 4

倉敷市立市民病院 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 5 5

倉敷平成病院 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 5 5

倉敷第一病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

県
南
西
部

倉敷市

計

玉野市

備前市

和気町

瀬戸内市

合計

県
南
東
部

岡山市

赤磐市



総合診療 産婦人科 皮膚科整形外科 泌尿器科 麻酔科 計☆耳鼻咽喉科 ○◎放射線科 病理 臨床検査形成外科 リハビリ眼科市町名 施設名 精神科 小児科救急科 脳神経外科内科 外科
医療
圏等

倉敷紀念病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

松田病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

玉島中央病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

玉島協同病院 ○ ○ 0 0 2 2

つばさクリニック倉敷 ○ ○ 0 0 2 2

プライムホスピタル玉島 ○ ○ 0 0 2 2

しげい病院 ○ ○ 0 0 2 2

まび記念病院 ○ 0 0 1 1

まきび病院 ○ 0 0 1 1

わに診療所 ○ 0 0 1 1

倉敷仁風ホスピタル ○ 0 0 1 1

チクバ外科胃腸科肛門科病院 ○ 0 0 1 1

倉敷スイートホスピタル ○ 0 0 1 1

藤沢脳神経外科病院 ○ 0 0 1 1

ふじおか形成外科・美容外科 ○ 0 0 1 1

倉敷リハビリテーション病院 ○ 0 0 1 1

コープリハビリテーション病院 ○ 0 0 1 1

渡辺胃腸科外科病院 ○ 0 0 1 1

グリーン在宅クリニック ○ 0 0 1 1

みずしま協同クリニック ○ 0 0 1 1

よしみつ小児科医院 ○ 0 0 1 1

笠岡第一病院 ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 7 8

笠岡市立市民病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

きのこエスポアール病院 ○ 0 0 1 1

ももの里病院 ○ 0 0 1 1

井原市 井原市立井原市民病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

森下病院 ○ 0 0 1 1

藤井クリニック ○ 0 0 1 1

薬師寺慈恵病院 ○ ○ 0 0 2 2

あさのクリニック ○ 0 0 1 1

浅口市 金光病院 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 5 5

早島町 南岡山医療センター ○ ○ ○ 0 0 3 3

矢掛町国民健康保険病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

筒井医院 ○ 0 0 1 1

基幹施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基幹施設であり連携施設 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

連携施設 4 9 1 2 0 2 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23

4 10 1 2 0 2 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24

高梁中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 6 6

高梁市国民健康保険成羽病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

さきがけホスピタル ○ 0 0 1 1

渡辺病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

新見中央病院 ○ ○ 0 0 2 2

哲西町診療所 ☆ 0 1 0 1

新見市高瀬診療所 ○ 0 0 1 1

新見市油野診療所 ○ 0 0 1 1

新見市国民健康保険神代診療所 ○ 0 0 1 1

新見市国民健康保険新郷診療所 ○ 0 0 1 1

県
南
西
部

高
梁

新
見

合計

総社市

倉敷市

新見市

高梁市

矢掛町

計

笠岡市



総合診療 産婦人科 皮膚科整形外科 泌尿器科 麻酔科 計☆耳鼻咽喉科 ○◎放射線科 病理 臨床検査形成外科 リハビリ眼科市町名 施設名 精神科 小児科救急科 脳神経外科内科 外科
医療
圏等

新見市国民健康保険湯川診療所 ○ 0 0 1 1

長谷川紀念病院 ○ 0 0 1 1

基幹施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基幹施設であり連携施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

連携施設 4 3 1 2 1 2 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19

4 3 1 2 1 2 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19

金田病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 7 7

真庭市国民健康保険湯原温泉病院 ○ ○ ○ 0 0 3 3

落合病院 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 5 5

勝山病院 ○ ○ 0 0 2 2

津山中央まにわ病院 ○ 0 0 1 1

向陽台病院 ○ 0 0 1 1

基幹施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基幹施設であり連携施設 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

連携施設 7 10 2 1 2 2 1 4 1 2 1 1 2 0 1 0 1 1 0 39

8 11 2 1 2 2 1 4 1 2 1 1 2 0 1 0 1 1 0 41

津山中央病院 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 13 14

中島病院 ○ ○ 0 0 2 2

日本原病院 ○ ○ 0 0 2 2

津山中央記念病院 ○ ○ 0 0 2 2

石川病院 ○ 0 0 1 1

津山ファミリークリニック ○ 0 0 1 1

希望ヶ丘ホスピタル ○ 0 0 1 1

積善病院 ○ 0 0 1 1

赤堀クリニック ○ 0 0 1 1

津山第一病院 ○ ○ 0 0 2 2

美作市立大原病院 ○ ○ 0 0 2 2

湯郷ファミリークリニック ○ 0 0 1 1

鏡野町国民健康保険病院 ○ ○ ○ ○ 0 0 4 4

芳野病院 ○ 0 0 1 1

鏡野町国民健康保険奥津診療所 ○ 0 0 1 1

鏡野町国民健康保険上齋原診療所 ○ 0 0 1 1

鏡野町国民健康保険富診療所 ○ 0 0 1 1

勝央町 さとう記念病院 ○ ○ 0 0 2 2

奈義町 奈義ファミリークリニック ☆ 0 1 0 1

真
庭

真庭市

合計

高
梁

新
見

新見市

津
山

英
田

計

合計

鏡野町

美作市

津山市

計






















































